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Abstract (Aim, Use
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Contents)

糖鎖関連化合物を構成する各単糖の立体化学、およびグリコシド結合様式の分析を
行うため、核磁気共鳴分光装置（JNM-ECZL800G）を用いて核磁気共鳴(NMR)分
光測定を実施した。さらに、未知糖鎖に関しては質量分析装置（SolariX XR 12T）
を用いてFT-MSによる測定を実施した。

実験
Experimental

FT-MSから得られる質量情報をもとに構成糖鎖を推定し、核磁気共鳴分光装置を用
いて、目的とする糖関連化合物の構造解析を行った。その際、MS/MS及び一次
元NMR測定、二次元NMR測定を活用した。

結果と考察
Results and Discussion

FT-MSから得られた精密質量情報より推定分子式を求めた。さらにMS/MS測定を
行い、連結する構成糖を推定した。その後、各種二次元NMR測定の結果を活用し、
一次元測定で得られた各1H, 13Cのシグナルを帰属した。特に、HSQC-TOCSY測
定およびHMBC測定の結果を解析することで、目的の糖関連化合物を構成する各単
糖のシグナルを選り分け、グリコシド結合の位置関係を決定することができた。
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